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主体性・創造性・生きがいをはぐくむ教育・文化のまちづくり

生きがいを持って生涯を送れるまちをつくる【生涯学習】

生涯学習を充実する



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 160 72 計画 実績

％ 80 84 事業費 943 885

特定財源 510 216

一般財源 433 669

単位 計画（予測） 実績

人 500 436 計画 実績

事業費 1,485 1,438

特定財源 0 0

一般財源 1,485 1,438

単位 計画（予測） 実績

人 40 39 計画 実績

人 3 1 事業費 117 117

特定財源 0 0

一般財源 117 117

生涯学習課
数値化できない成果 受講者のアンケート内容、受講者の受講後の取り組み。受講者の要望、意見。

アンケート結果（満足度）

所管課

情報通信技術習
得支援事業

指標名
コスト（千円）

受講者数

改善の方向性事務事業の意図 今後の課題 事業実施の
方向性0540700 ２０歳以上で市内在住

者又は在勤者
市民がＩＴ技術を活用して活発な活動ができるようにする。

　現在の情報通信化社会において、中
高年の人たちにとって技術習得の場は
まだまだ必要かと思われる。
　しかし、公民館等での自主講座も開
設されており、年間を通じた受講ができ
ることから、市主体での講座開催の必
要性が明確でなくなってきている。

多様化する社会に対応する手段とし
て、中高年の人達にとって技術習得の
場は必要と思われる。しかし、受講者が
減少していることから、講座内容の検討
及び講座の統合を実施中であり、今後
も見直しを継続する。

事業名

見直し(目
的・手法・効
率性)をする

事務事業コード 事務事業の対象

生涯学習課
数値化できない成果

・自主事業等活動の活性化が急務であ
る。
・近隣市町と協力しながら、新たな活動
を始めることも視野に入れるべきであ
る。
・社会の中での一組織として、もっと繋
がりのある活動をすべき。

事業名

青年会補助支援
事業 都市青協共同事業参加者数

所管課

指標名
コスト（千円）

青年会員数

改善の方向性 事業実施の
方向性0540200 18歳以上35歳以下の

市民（青年）
さぬき市青年会の活動を補助し活発化させ、青年会活動の充実を図る。

自主的な社会貢献活動が必須であり、
事業の見直しが、必要と思われる。

見直し(目
的・手法・効
率性)をする

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

所管課

生涯学習課

新成人
思い出に残るような成人式を実施し新成人を祝福するとともに、成人とし
ての自覚を促す。事業名

成人式実施事業

数値化できない成果

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

・該当者が毎年全て入れ替わるため、
問題点や改善点が浸透しにくい。また
実行委員会の活動期間も限られている
ため、事前に期間の必要な準備や対応
をしにくい。今後、思い切った運用の変
更を検討する余地がある。
・式典中心の画一的なセレモニーが、
将来のさぬき市の実情にふさわしいか
どうかは一考の余地あり。やり方によっ
てはコスト削減が可能だが、公費をかけ
て行うことにふさわしいような内容につ
ながるかどうか、慎重な判断が必要。
・人の繋がりにより実行委員会を安定的
に組織化できるよう工夫が必要。

　実行委員会形式での実施が本来好ま
しいと思われるが、年度によって対象者
の意識度に隔たりがあり、今後の成人
式のあり方について検討の必要があ
る。

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

成人式の参加者数

0539900



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

回 4 9 計画 実績

事業費 1,251 1,251

特定財源 0 0

一般財源 1,251 1,251

単位 計画（予測） 実績

人 7500 6641 計画 実績

事業費 5,273 4,950

特定財源 2,500 2,080

一般財源 2,773 2,870

単位 計画（予測） 実績

回 2 1 計画 実績

人 400 203 事業費 928 450

特定財源 0 0

一般財源 928 450

生涯学習課
数値化できない成果

　社会教育委員の提言に対応できる組
織体制を整える。

事業名

社会教育事業
英会話教室参加者数

所管課

指標名
コスト（千円）

社会教育委員の会開催回数

改善の方向性 事業実施の
方向性0602000

市民
社会教育委員の会：さぬき市の生涯学習の推進方針等の審議を行う
英会話教室：自己啓発と生涯学習の場を提供

社会教育委員の提言に対応できる組織
体制を整える。 継続する

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

生涯学習課
数値化できない成果

　施設の老朽化に伴い、例年修繕が発
生しており、利用者に対して不快感を
与えないよう、突発的な修繕に対応でき
るような予算措置が必要である。
　施設管理をシルバー人材センターへ
委託しているが、現在２人（夫婦）であ
る。不測の場合に対処できる体制を確
保しておく必要がある。

事業名

南川自然の家管
理事業

所管課

指標名
コスト（千円）

利用者延べ人数

改善の方向性 事業実施の
方向性0544300

施設利用者
豊かな自然環境の中で宿泊学習を行い、自然教室や体験学習を通じて
情操を豊かにし、健全な育成を図る場を確保する。

21年度については、施設の管理体制の
確立が遅れたため、利用実績がマイナ
スとなった。しかし、利用申し込みも多
く、最低限の設備更新を含め、ソフト面
の充実を図れば、収支のバランスも取
れると思われる。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

生涯学習課
数値化できない成果

様々な市の活動について協働での取り
組みを実施しているが、さらなる各団体
の連携とネットワーク拡大の支援を継続
し、リーダー養成による活動の活性化、
新規メンバーの獲得活動、活動資金
や、運営面での自立が課題である。

事業名

婦人団体補助支
援事業

所管課

指標名
コスト（千円）

女性団体連絡会講演会、会合等の開催数

改善の方向性 事業実施の
方向性0540300 婦人団体活動をする市

民
市のまちづくり事業のボランティア活動をしたり、住みよい地域社会をめ
ざして講演会等を実施し、幅広く活動できる団体としていく。

教育委員会との連携を図りながら、各団
体が自立し、地域活性化貢献活動や社
会教育関係活動を柱として進めていく
必要があると思われる。

継続する

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

回 70 3083 計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

単位 計画（予測） 実績

講座 240 243 計画 実績

人 3000 2922 事業費 1,655 1,409

特定財源 0 0

一般財源 1,655 1,409

単位 計画（予測） 実績

人 11000 11585 計画 実績

回 500 462 事業費 4,324 4,361

特定財源 445 584

一般財源 3,879 3,777

事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

公民館利用者数

0541600

生涯学習課
数値化できない成果 使用料及び減免規定の改定

公民館等自主講座生数

所管課

指標名
コスト（千円）

公民館等自主講座数

改善の方向性 事業実施の
方向性0541500 社会教育活動を行う市

民
社会教育活動を活発化するために、その拠点を確保する。

今後も、公民館活動がしやすいようにサ
ポートし続け、そして、魅力ある公民館
にしていく必要がある。

地域の特色を反映した公民館運営を推
進することが必要と思われるので、各公
民館運営審議会での検討を要請する。

事業名

継続する

公民館事業(親子
教室除く)

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題

生涯学習課
数値化できない成果

所管課

学校支援ボラン
ティア事業

指標名
コスト（千円）

学校支援活動人数

改善の方向性事務事業の意図 今後の課題 事業実施の
方向性0803400

市民
地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進することにより、教員
や地域の大人が子どもと向き合う時間の増加、住民等の学習成果の活
用機会の拡充及び地域の教育力の活性化を図る。

・モデル事業としての寒川地区の国委
託事業終了に伴い、市内に拡大するか
どうかのニーズ調査の必要性が考えら
れる。
・寒川地区において登録人数の拡大は
図られてきたが、今後も、登録者の活用
の充実と、学校のニーズの把握をより一
層充実させる必要がある。

・地域全体で学校を支援することによっ
て、地域、学校、家庭の相互交流により
地域の活性化につながることから、今後
共、事業推進を図る。
・コーディネーターの役割が最重要であ
ることから人材の確保が必要を思われ
る。

事業名

継続する

事務事業コード 事務事業の対象

所管課

生涯学習課

施設を利用して活動す
る市民

社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。事業名

津田公民館管理
事業

数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

今後も使用料について早期に条例改
正を図り、老朽化した施設の修繕を行
いながら維持管理に努める必要があ
る。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・最低限の施設改修が必要と思われ
る。

公民館利用延べ回数

今後の課題



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 4600 3777 計画 実績

回 200 144 事業費 1,975 1,980

特定財源 15 9

一般財源 1,960 1,971

単位 計画（予測） 実績

人 13000 16409 計画 実績

回 500 966 事業費 13,785 13,395

特定財源 5,486 345

一般財源 8,299 13,050

単位 計画（予測） 実績

人 3400 1614 計画 実績

回 140 154 事業費 1,800 1,819

特定財源 10 0

一般財源 1,790 1,819

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0541700 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

地域のコミュニティ施設として今後、地
元自治会等にも協力を得ながら施設の
維持管理を行う必要がある。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・地域のコミュニティ施設としての存続を
希望しており、今後地元支会との協議
が必要と思われる。

事業名

継続する

津田公民館北山
分館管理事業

指標名
コスト（千円）

公民館利用者数

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0541800 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

老朽化した施設の修繕と耐震対策を進
める必要あり、また、使用料について早
期の条例改正を図り、併せて減免規程
の改定を検討する必要がある。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・最低限の施設改修が必要と思われ
る。

事業名

継続する

大川公民館管理
事業

指標名
コスト（千円）

公民館利用者数

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0542000 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

地域のコミュニティ施設として今後、地
元自治会等にも協力を得ながら施設の
維持管理を行う必要がある。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・地域のコミュニティ施設としての存続を
希望する方向で、地元支会との協議が
必要と思われる。

事業名

継続する

志度公民館鴨部
分館管理事業

指標名
コスト（千円）

利用者数

利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 2500 1215 計画 実績

回 240 143 事業費 1,719 1,712

特定財源 25 5

一般財源 1,694 1,707

単位 計画（予測） 実績

人 5500 10937 計画 実績

回 310 680 事業費 5,795 5,691

特定財源 320 380

一般財源 5,475 5,311

単位 計画（予測） 実績

人 24500 24246 計画 実績

回 1400 1391 事業費 8,246 8,667

特定財源 390 327

一般財源 7,856 8,340

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0542100 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

地域のコミュニティ施設として今後、地
元自治会等にも協力を得ながら施設の
維持管理を行う必要がある。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・地域のコミュニティ施設としての存続を
希望する方向で、地元支会との協議が
必要と思われる。

事業名

継続する

志度公民館末分
館管理事業

指標名
コスト（千円）

利用者数

利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0542200 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

老朽化した施設の改修・耐震対策を進
める必要がある。また、使用料について
早期に条例改正を図る必要がある。減
免規程の内容検討も必要である。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・最低限の施設改修が必要と思われ
る。

事業名

継続する

寒川公民館管理
事業

指標名
コスト（千円）

公民館利用者数

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0542300 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

老朽化した施設の改修・耐震対策を進
める必要がある。また、使用料について
早期に条例改正を図る必要がある。減
免規程の内容検討も必要である。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・最低限の施設改修が必要と思われ
る。

事業名

継続する

長尾公民館管理
事業

指標名
コスト（千円）

公民館利用者数

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 4500 3962 計画 実績

回 600 507 事業費 1,610 1,568

特定財源 30 21

一般財源 1,580 1,547

単位 計画（予測） 実績

人 1300 915 計画 実績

回 50 60 事業費 1,522 1,508

特定財源 20 18

一般財源 1,502 1,490

単位 計画（予測） 実績

人 2200 3495 計画 実績

回 74 141 事業費 777 771

特定財源 10 4

一般財源 767 767

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

公民館利用者数

0542400

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

地域のコミュニティ施設として今後、地
元自治会等にも協力を得ながら施設の
維持管理を行う必要がある。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・地域のコミュニティ施設としての今後の
管理について、地元支会との協議が必
要と思われる。

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課

施設を利用して活動す
る市民

社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。事業名

長尾公民館造田
分館管理事業

数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0542500 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

地域のコミュニティ施設として今後、地
元自治会等にも協力を得ながら施設の
維持管理を行う必要がある。また、学校
再編計画との関係で、調整を図る必要
があると考える。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・地域のコミュニティ施設としての今後の
管理について、地元支会との協議が必
要と思われる。

事業名

継続する

長尾公民館多和
分館管理事業

指標名
コスト（千円）

公民館利用者数

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0542600 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

地域のコミュニティ施設として今後、地
元自治会等にも協力を得ながら施設の
維持管理を行う必要がある。また、学校
再編計画との関係で、調整を図る必要
があると考える。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・地域のコミュニティ施設としての今後の
管理について、地元支会との協議が必
要と思われる。

事業名

継続する

長尾公民館前山
分館管理事業

指標名
コスト（千円）

公民館利用者数

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 2000 1998 計画 実績

回 105 102 事業費 774 761

特定財源 30 27

一般財源 744 734

単位 計画（予測） 実績

人 240 445 計画 実績

事業費 5,411 4,750

特定財源 301 292

一般財源 5,110 4,458

単位 計画（予測） 実績

回 2 2 計画 実績

回 3 3 事業費 1,377 1,243

特定財源 11 16

一般財源 1,366 1,227

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0542700 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

地域のコミュニティ施設として今後、地
元自治会等にも協力を得ながら施設の
維持管理を行う必要がある。

・使用料について、市全体の調整を図り
適切な維持管理に努める必要がある。
・地域のコミュニティ施設としての今後の
管理について、地元支会との協議が必
要と思われる。

事業名

継続する

長尾公民館昭和
分館管理事業

指標名
コスト（千円）

公民館利用者数

公民館利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0544000 青少年交流プラザを利

用する市民
青少年の交流・地域のコミュニティ・憩いの場とすることにより施設の利用
を活発にする

施設の管理、利用に関して利用者との
協働が必要である。

施設利用者の世代間の交流を図る
ルール作りが必要である。

事業名

継続する

青少年交流プラ
ザ管理事業

指標名
コスト（千円）

行事参加人数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見、要望及び満足度。図書館利用者の休憩場所としての必要性。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0544400

図書館利用者
自らの教養を高めるとともに、生涯学習と地域の情報発信拠点の役割を
担う。

市民に、インターネット予約について広
く周知し、図書館利用の促進を図る。

・予約システムを更新したことから、今ま
で以上の有効な活用方法の検討・周知
が必要であると思われる。
・市内の図書館の在り方について、検
討が必要である。

事業名

継続する

図書館管理事業

指標名
コスト（千円）

さぬき市図書館協議会

さぬき市子ども読書活動推進会議

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 図書館への意見及び要望



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

冊 42000 46797 計画 実績

冊 23000 22323 事業費 6,945 6,731

冊 580 492 特定財源 2 3

件 70 26 一般財源 6,943 6,728

％ 5 2

単位 計画（予測） 実績

人 115000 102785 計画 実績

冊 130000 117820 事業費 14,713 14,482

％ 4.3 特定財源 6 6

件 100 71 一般財源 14,707 14,476

回 51 59

単位 計画（予測） 実績

人 23000 24258 計画 実績

回 1800 1757 事業費 5,071 4,687

特定財源 220 307

一般財源 4,851 4,380

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

図書館利用者数（入館者数）

0544600

事業実施の
方向性

継続する
新規購入図書割合

質問調査（レファレンス）件数

行事等開催回数

改善の方向性

　施設の在り方や利用状況等に応じ、２
館の役割分担を行う必要がある。
　今までの教養娯楽としての利用者
ニーズだけでなく、生活に役立つ資料
提供を行うため、図書館を利用しない
層のニーズを含めた地域の問題解決に
関する資料の収集を行い、広報活動に
おいてこのことをＰＲし、利用につながる
よう工夫する。
　利用者の求める資料をできるだけ多く
迅速に提供できるよう資料費の充実が
必要である。

・図書館サービス向上のため、より良い
ボランティアとの協働を検討する。
・蔵書の充実に努める。
・市立図書館２施設の人的体制の検討
が必要と思われる。

貸出冊数

所管課

生涯学習課

市民
家族で読書に親しみ、知性や感性を磨き、本を読む環境づくりや情報の
提供等、図書館サービスを図る事業名

志度図書館管理
事業

数値化できない成果 利用者の意見及び要望

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0543800 働く婦人の家を利用す

る市民
施設の利用を活発にする

引続き、老朽化施設の改修を進める。
　利用規程を公民館に準じるように検討
する。
　全市の施設を網羅した使用料及び減
免規定を検討する。
　定期使用の使用料免除を基本的に有
料とし、収入を確保することを考える。

・2施設共、最低限の施設改修は必要と
思われる。
・使用料については、市全体で見直し
を進めている。

事業名

継続する

働く婦人の家管
理事業

指標名
コスト（千円）

利用者数

利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0544500

市民
「自己判断・自己責任」の社会において、市民が適切に対応・判断できる
情報提供サービスと幼児から高齢者まで、全ての市民が自らの教育をは
じめとする文化的教養を高め得る環境を提供する。 ・地元の市民による読み聞かせボラン

ティアが現在はいないため、人材の掘り
起こしが必要。

・利用者ニーズに応えて図書を購入す
るためには、資料費の充実が必要であ
る。

・蔵書新鮮度を上げるため、今後も必要
に応じて図書の除籍をするとともに、
サービスの向上に努める。

・図書館としての内容充実を図るため、
ボランティア団体との協働を検討する必
要がある。
・文化財コーナーの在り方について早
急な検討を要する。

事業名

継続する

寒川図書館管理
事業

指標名
コスト（千円）

貸出冊数

蔵書冊数

新規図書購入冊数

所管課 質問調査（レファレンス）件数

生涯学習課
蔵書新鮮度

数値化できない成果 質問調査（レファレンス）の満足度



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 18000 18081 計画 実績

回 1100 1015 事業費 3,751 3,689

特定財源 80 113

一般財源 3,671 3,576

単位 計画（予測） 実績

人 57 57 計画 実績

事業費 1,736 1,736

特定財源 0 0

一般財源 1,736 1,736

単位 計画（予測） 実績

人 0 0 計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0543900 施設を利用して活動す

る市民
社会教育活動を円滑及び活発にするために、その拠点となる公民館を
維持管理し運営する。

利用規程を公民館に準じるように検討
する。
　全市の施設を網羅した使用料及び減
免規定を検討する。
　定期使用の使用料免除を基本的に有
料とし、収入を確保することを考える。
　老朽化施設の改修を行う必要がある。

利用規程を公民館に準じるように検討
する。
　全市の施設を網羅した使用料及び減
免規定を検討する。
　定期使用の使用料免除を基本的に有
料とし、収入を確保することを考える。
最低限の施設改修が必要と思われる。

事業名

継続する

生涯学習館管理
事業

指標名
コスト（千円）

利用者数

利用延べ回数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果 利用者の意見及び要望。

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0536100 参加を希望する小学生

児童

児童相互の友好・親善と、異なる地域の自然・文化等に対する知識や理
解を深め、協調性・自立心等を養い、もって市町相互の友好交流の発展
に資する。 平成２１年度からさぬき市唯一の児童

交流事業となり、また、平成２０年度以
降さぬき市内の全小学校が募集対象と
なり、募集人数も増加傾向にあり、児童
らの関心が高まっているのが現状であ
る反面、交流先の剣淵町に至っては児
童数の減少が顕著となり、受け入れ人
数に制限があるのが実情である。こう
いった点を踏まえて児童交流事業の在
り方をコスト削減と併せて再検証する必
要がある。

児童交流事業については、その在り方
を再検証する必要がある。

事業名

見直し(目
的・手法・効
率性)をする

友好都市児童交
流事業(剣淵小)

指標名
コスト（千円）

剣淵町交流参加児童数

所管課

教育総務課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0544301

施設利用者
豊かな自然環境の中で宿泊学習を行い、自然教室や体験学習を通じて
情操を豊かにし、健全な育成を図る場を確保する。

　実施体制の検討が必要である。 実施体制の検討が必要である。

事業名

見直し(目
的・手法・効
率性)をする

南川自然の家管
理事業(体験学
習)

指標名
コスト（千円）

学習体験プログラム参加者

所管課

生涯学習課
数値化できない成果



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 1252 741 計画 実績

事業費 300 380

特定財源 0 0

一般財源 300 380

単位 計画（予測） 実績

回 275 284 計画 実績

人 6000 7063 事業費 2,013 1,806

所 3 3 特定財源 1,362 1,273

一般財源 651 533

単位 計画（予測） 実績

計画 実績

事業費 0 0

特定財源 0 0

一般財源 0 0

今後の課題事務事業コード

コスト（千円）

事務事業の対象 事務事業の意図

指標名

0802300

事業実施の
方向性

継続する

改善の方向性

・共催の形式をとっているが、徳島文理
大学の地域貢献に加え、受益者負担も
一部求めているため、経費は最低限に
抑えられている。今後は、なお一層の協
働（ボランティア及び保護者の協力）が
必要である。また、事務局業務につい
ても、段階的に他共催団体に委任でき
ないか、検討する必要がある。
・定員に限りがあるため、費用や会場面
等で今後教室の内容に検討が必要。
・アンケート等で参加者の感想や希望
を取り、より魅力ある教室にする必要が
ある。

継続させるには、なお一層のボランティ
ア等の協働が必要であると思われる。

所管課

生涯学習課

市内小学生
平賀源内に学び、創意工夫と発明思考の充実を図り、青少年の健全育
成を補助する。また、地元大学の協力により、地域振興に貢献する。事業名

こども科学教室

数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0541501 社会教育活動を行う市

民
社会教育活動を活発化するために、その拠点を確保する。

子どもの生活の多様化で、参加人が減
少傾向にあるため、教室を縮小し、参加
しやすい日数等改善する必要がある。

親と子のふれあいを目的としており、今
後とも継続できるよう魅力ある内容を検
討する。

事業名

継続する

公民館事業(親子
教室)

指標名
コスト（千円）

親子教室参加延べ人数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0701300 すべての子ども（主とし

て小学生）

　地域社会の中で、放課後に子どもたちの安全で健やかな居場所づくりを推進す
るため、教育委員会と福祉部局と連携を図り、原則として全小学校区において子
どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の参画を得て、子どもたちと共に勉強やス
ポーツ・文化活動、地域住民との交流活動の取り組みを推進するものである。

・新規教室開設の際は、コーディネー
ターの勤務時間延長・勤務日数増加も
しくは人員増加の必要がある。
・放課後児童クラブと放課後子ども教室
の連携推進。
・放課後子ども教室未設置校区への新
規教室開設への展開や、ボランティア
の発掘。

・福祉部局との連携をより密にし、放課
後における子どもたちの安全な居場所
づくりを推進する。また、地域のおける
新たなボランティアの確保が必要であ
る。

事業名

継続する

放課後子ども教
室推進事業(放課
後子どもプラン)

指標名
コスト（千円）

実施回数

教室参加延べ人数

実施箇所

所管課

生涯学習課
数値化できない成果



事務事業評価(1次評価)結果表

単位 計画（予測） 実績

人 20 11 計画 実績

人 70 209 事業費 1,160 1,160

特定財源 0 0

一般財源 1,160 1,160

単位 計画（予測） 実績

人 150 100 計画 実績

事業費 140 140

特定財源 0 0

一般財源 140 140

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0540400 子ども会会員及び指導

者・育成者
さぬき市子ども会育成連絡協議会の活動を補助し活発化させ、市内子
ども会活動の充実を図るとともに、子どもの自主性や協調性を養う。

・校区子ども会等、小規模な活動への
支援をしていく必要がある。
・育成者に対し、より実践的な研修を実
施する必要がある。
・「子どもが自ら考え行動する」子ども会
活動を念頭に、“時間やゆとり”を再考
する必要がある。
・ジュニアリーダーの育成、専門員（ジュ
ニアリーダー、シニアリーダーの世話
人）の発掘。

・子どものための子ども会活動を継続し
ていく必要がある。
・指導者の育成に取り組む必要がある。

事業名

継続する

子ども会補助支
援事業

指標名
コスト（千円）

ジュニアリーダー研修会参加者数

指導者・育成者研修会参加者数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果

事務事業コード 事務事業の対象 事務事業の意図 今後の課題 改善の方向性 事業実施の
方向性0540500

ＰＴＡ会員 さぬきＰＴＡの活動を補助し活発化させ、ＰＴＡ活動の充実を図る。

・市Ｐ活動は、本来単Ｐの活動を軸にし
た上での補完事業とすべき。
・単Ｐの交流を深めるため、参加者が減
少傾向の従来のスポーツ交流以外の方
策を模索する必要有り。
・役員の入れ替わりが多いために、研修
会の効果に限度あり。マニュアル作りが
喫緊の課題。

・役員の入れ替わりが多いために、研修
会の効果に限度あり。マニュアル作りが
喫緊の課題。

事業名

継続する

ＰＴＡ補助支援事
業

指標名
コスト（千円）

指導者・母親代表研修会参加者数

所管課

生涯学習課
数値化できない成果


